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◎家庭や地域の気運づくりや家庭への「学び」の提供 

三重県ＰＴＡ連合会や三重県高等学校ＰＴＡ連合会との共催による生活習慣の大切

さを考える「みえ家庭教育応援フォーラム」の実施（約 200 名参加）や、企業や団体

と連携した「子育て応援！わくわくフェスタ」の開催（約 6,000 人の来場者）を通し

て、家庭での生活習慣の確立に向けた気運づくりを進めました。【子ども・家庭局】 

就学前後の子をもつ保護者を対象に、「食べる」「寝る」「遊ぶ」の大切さを知ってい

ただくため「みえ家庭教育応援リーフレット」を作成し、市町やＰＴＡ、企業に啓発

しました。【子ども・家庭局】 

親同士が子育てについて話し合い、自らの役割や成長に気づき学ぶための学習コン

テンツ「みえの親スマイルワーク」（妊娠期の家庭から小学生の子を持つ親を対象）を

作成し、健診時や行事等での活用をすすめると共に、市町や三重県 PTA 連合会とも連

携し、ファシリテーターの養成やワークシートの普及に努めました。【子ども・家庭局、

教育委員会】 

 

テーマ２ つくろう！家庭教育を応援する地域のネットワーク 

地域で孤立しがちな家庭など、支えを必要としている多様な家庭に応じた取組を進

めるため、市町と連携し、各地域それぞれの強みや特徴を生かした家庭教育応援のた

めのネットワークの構築を図るとともに、その横展開を図ります。 

＜主な取組内容＞ 

◎家庭教育応援モデル事業によるネットワークづくりの推進 

亀山市、名張市、玉城町において家庭教育応援モデル事業を実施し、既存の会議や

組織の活用など地域資源を活かしながら、地域ボランティア、ＮＰＯ団体等と連携す

ると共に、子どもの育ちを支えるネットワークづくりを進めています。【子ども・家

庭局】 

亀山市 
不登校児童生徒の学習支援を行うＮＰＯとの連携。 

訪問活動につなげる保護者への支援。 

名張市 
家庭教育応援にかかる地域人材の育成。 

地域モデルによる市内 15 地域への横展開。 

玉城町 
「保健・福祉・教育」が連携したネットワークづくり。 

ブックスタート訪問や出前講座を通じた保護者との顔の見える関係づくり。 

◎関係者の情報共有の場の設定や人材の養成など 

新たに市町と家庭教育応援推進連携会議を設置し、研修会の開催やモデル事業の報

告、行政とＮＰＯの連携の事例発表など、情報の提供や共有を図りました。【子ども・

家庭局、教育委員会】 

子育ち・子育てマイスター養成講座を２市町、孫育て講座を４市町で実施し、地域

性や実態に応じた人材の養成を図りました。また、受講者を対象に、地域で継続した

取組になるよう、地域単位でフォローアップ研修会及び情報交換会も行います。【子

ども・家庭局】 
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（３）各テーマのまとめと方向性 

① テーマ１ みんなで進めよう！子どもの基本的生活習慣づくり 

小中学校での取組だけでなく、就学前の早い段階から生活習慣の定着が進むよう、

多くの保育所や幼稚園等で生活習慣チェックシートの活用が図られ、各家庭へのフィ

ードバックも進められました。 

今後さらに、多くの家庭で取り組まれるよう、様々な機会を通じて家庭教育の必要

性を保護者へ届けることや、妊娠期から切れ目のない家庭教育応援の取組を進めるこ

とが必要と考えます。 

 

② テーマ２ つくろう！家庭教育を応援する地域のネットワーク 

モデル事業を通じて、地域の実情や特性を生かした地域のネットワークづくりが

様々なパターンでできつつあり、こうした事例を市町との担当者会議等を通じて、情

報交換ができました。 

一方で、支援の必要な家庭に家庭教育の応援の取組が届けられるよう、さらに各モ

デルの取組を深化させて広めていく必要があります。 

 

③ テーマ３ 応援しよう！企業と連携した家庭の教育力アップ 

今年度、イクボス充実度アンケート調査において三重県が都道府県部門で第 1位に

選ばれ、夫の育児時間も大幅に増加しているなどから、ワーク・ライフ・バランスや

男性の育児参画の取組はある程度進んでいると考えられます。 

一方、イクボスの取組は、まだ一部の企業に限られていることや家事・育児に要す

る時間は夫婦により大きな差があることから、引き続き企業と連携し啓発や具体的な

取組を進めていく必要があります。 

 


